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ています。私はSFCの 4期 生ですが、転職をすでに2度

経験しました。卒業後、外資系銀行に入社したものの、自

分が本当にやりたいのは日本でのベンチャー企業育成だ

と思い、日本のベンチャーキャピタル(VC)|こ転職、その

後、元上司が設立した米国型VCの メンバーの一人として

加わりました。今私がこうしているのは、在学中にベンチ

ャー企業育成について金融システムの観点から論文を書

いたことがきっかけとなっており、SFCで 学んだこと、考

えたことが現在の私に大きな影響を与えています。SFCの

卒業生はよく転職をするという批判の中、自分の信じる道

を歩めているのは、SFCで 自分の人生の行動指針を得る

ことができたからだと思います。

私自身が自分達で会社をやっていることに加え、仕事

上、日々 多くのベンチャー企業の経営者と接していて感じ

ることは、日本人の価値観が変わってきているということで

す。すなわち、日本では従来、大手企業に長く勤めること

がよいとされていたため、高学歴な人ほど起業するという

ことがありませんでした。しかし、最近、大手企業で十分

なポジションを得られる人が自己実現のために、あえてリ

スクをとって起業する例が増えています。大手金融機関の

倒産等により、盲目的に組織に合わせても幸せになれるわ

けではないということに人々が気付き始めたのかもしれま

せん。このようにベンチャー・不ピリットを持った人が増え

ることは、日本の社会・経済の活性化のために非常に大切

なことだと言えます。

制度面でも、政府の様々なベンチャー企業支援策や店

頭公開基準・公開前規制の緩和、ベンチャー企業向け新市

場の創設等により、米国同様、日本においても起業家利得

が得られやすいように経済システムが転換 してきており、

起業が後押しされています。

今後、よリー層起業を活発化させるにあたっては、リス

クはあっても自己実現のために会社を興すというベンチャ

ー・スピリットを人々の間に広めていくことが必要です。そ

のために最も重要なのは、ベンチャー・スピリットを醸成す

る教育であると私は考えます。事実、私自身も、SFCの 先

進的で、将来のあるべき経済システムを模索する教育を受

けていなければ、今のようなことは出来ていないと思いま

す。教育の力はやはり大きいと思います。

私はベンチャー企業育成に携わる者として、21世紀に

向けて、SFCが 日本の大学教育の改革を今まで以上に牽

引し、ベンチャー・スピリットを持った人を一人でも多く世

の中に輩出していってくれることを心より願っています。
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